
１．分電盤付近に設置されている分電盤計測器を取り外します。

２．背面の電池カバーを外し、本体に挿入されている電池を一旦取り外し、再び電池を挿入します。

※電池を挿入する際には、電池の向きプラス（＋）、マイナス（－）を正しく挿し込んでください。

【別紙3】本事象の対処方法 ＜分電盤計測器と電源タップをご利用のお客さま＞

分電盤計測器

分電盤

分電盤計測器は２種類あります。
本資料では、「 ECP-2602-ZiSE 」を例にご説明します。
※ECP-1602-ZiSEでも同じ操作となります。

ECP-2602-ZiSE ECP-1602-ZiSE

３．電池カバーを取り付け、分電盤計測器を元あった場所に戻します。

※ケーブルの接続コネクタを外した場合は、再度コネクタを接続してください。

※分電盤計測器が手元まで届か
ない場合は、ケーブルの接続部
（右図参照）を取り外し、以下の順
に作業を実施してください。



５．電源タップを電源コンセントから取り外します。

６．再び、電源コンセントに電源タップを接続します。

※プラグは根元まで確実に挿し込んでください。

８．以上で作業終了となります。

４．接続されている家電製品の電源コードを電源タップから取り外します。※家電製品の電源を必ず切ってから、作業をお願いいたします。

７．電源タップに家電製品の電源コードを接続し、電源を入れてください。

※プラグは根元まで確実に挿し込んでください。
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